

























奥を重ねるといった のではな 詳細は後述するが 『首楞厳経』 始め する複数の経典に拠りながらも阿難や摩登伽女の人物像に焦点 当てられており、いわば史伝としての色彩が強い。それは『頼朝』を始め 運命」や「蒲生氏郷」といった一連の
露伴作品における歴史上の人物を史料に拠りながら叙述するスタイルを踏襲している。
初期では「露団々」や「風流仏」 、 「般若心経第二義注」等において阿難の話を引用






























































たと傅へられてゐるから、釋迦より若いこと三十歳、假令修行の年旣に十年以上にし ころで男盛りであつた。 （中略）しかも兄に反した柔和仁恕の性質で、そして謹まやかで、聰明なことは無類で、其上に感激すれば身を忘れて敢て進むこと、（中略）一ト口に云へば如何にも好い人で、 （中略）今云ふ人間味の一番多い人で、其爲に累せられて證道が一番後れた人なのである。
先の乞食における平等の大義を始め、阿難の「人間味」の多い性格が読み取れる。ただし露伴は続いて「因縁は不可思議である、見えない口火の線は（中略）恐ろしい大爆發が起るものであるか更に分らぬのが人生の實相である」と述べており、場面は摩登伽女に出会う契機へと展開する。
阿難は朝からの行乞に疲れた。 （中略）阿難は井の前に歩み近づいて水を乞はん




ここでも露伴はあくまで史料に拠りな ら述べていることがわかる。ちなみに「名鉢吉蹄」というのが摩登伽女、つまり漢訳におけるプラクリチの名前である。また露伴は「摩鄧伽種といふのは旃荼羅種である」 を挙げ『仏説摩登女経』や『仏説摩登女解形中六事経』ではこれを人名としてい ことを誤りと指摘している。確かに右二つの経典には
｢ 母名摩鄧」と記されており、誤記であることがわかる。
摩登伽女は自らが「旃荼羅」という身分の低さであ ため、高貴な阿難に対し水の




























というように、娘の恋を成就させるべく母親は部屋 牛糞 塗り百八枚 蓮華を火中に投じ護摩を焚き祈願する内容が記されている。こうした具体的な内容が摩登伽女の｢ 戀愛の火炎」がより伝わるものとして露伴は評価しているのである。摩登伽女の母親による 術の力は阿難を「夢遊病者のやうに祇園精舎を脱出」させ
遂に女の元へ引き寄せるも、阿難 危機を知った釈迦 力によって救われる。露伴は「楞嚴では文殊が佛勅を受けて摩登伽の家へ行つて救出したことになつてゐるが、それもよい」と述べているが、 それは先に挙げた『首楞厳経』 「勅文殊師利將呪往護」の部分を指している。
阿難は危機を脱したが、籠絡に失敗した摩登伽女は「戀に狂つて半狂亂」となり舎










チの歸結點になつた此の比丘尼なるものは、同じ阿難によつて成立つたものであつた。釋迦の義母で、釋迦が夙に其生母麻耶を失つた後を手しほにかけて育てた麻耶波闍波提（マハープラジャーパチ） 、 （中略）遂に自己身邊の者と共に佛徒 らんことを欲するに至つた。然し婦女 身を以て佛者たるものは全然無かつたのである。
仏教の中には比丘尼というものが無かったため、釈 の義母である麻耶波闍波提は出家することが叶わなかったのである。し し摩登伽女が比丘尼として認められたことにより阿難を介して麻耶波闍波提は釈迦に出家を乞い、ようやく比丘尼として認められる 至る。
だが旃陀羅という身分の低い摩登伽女が比丘尼となったことで婆羅門や長者連から
「嫌厭瞋忿の聲」が上がり、しかもこのことが波斯匿王の耳にまで入ってしまう。こうした状況のなか「洒落た脚本の筋は奇妙に立てられてゐ 」とあ ように、実は波斯匿王は阿難の手引きにより「佛教 大有力の支持者」になっており、また王の妃の末利夫人においても「波羅門の家に仕へてゐた婢」であった過去が判明し 摩登伽女の問題は「戀愛の一飛礫から擴められた破壊の波紋の動きに平等と差別との凹凸がゆらめ」く複雑な状況へと展開していく
露伴はこうした展開について 「一場の妙光景」 と評価している。やはり内奥には 「運
命」等で示された縁起の理や連環を見据えていたのであろう。阿難の乞食を契機に摩登伽女との縁起すなわち因縁が周辺人物へと波及し、それ 連環を形成する点は非常に重なる。
｢ 嫌厭瞋忿の聲」に対し、釈迦は「波斯匿王の意中も諸比丘の意中も他の參會者の
長者の意中も覺」り、 「差別階級の陋見を破つて平等無遮の大儀 伸べ諭」していく。その内容は「プラクリチ比丘尼 往昔 」 話である。
過去阿僧祗劫に恒河（ガンジス）の側に園有つて阿提目多といひ、園王を帝勝伽
といひ、旃陀羅摩登伽種であつた、といふのを初めとし、其王が其子獅子耳（或は虎耳 ふ シャヅーラカーナ）の爲に、婆羅門蓮華實の女のプラクリチを娶らん




｢ 娑毗迦羅の先梵天呪」をめぐって、露伴は『首楞厳経』と『摩登伽経』では相反する意味であることを指摘してい 。一方では呪を以て阿難を迷わせるが 他方では愛着心の禍根を悔い改める際の呪として扱われている。
猶此經其條の末に、有形必有欲、有欲必有害、若能離此欲、定得梵天處、此れ卽
ち名づけて大梵天王婆毗羅呪と爲すとある。呪では無い偈陀である 意味は愛欲悔責の前文に應じてゐる。楞嚴經はおもしろいところもあるが、此邊を考へると何だか手づまの使ひ損 を見 やうでをかしくなる。
露伴は『摩登伽経』 「示真貫品第三」の末節を挙げつつ、先の
｢ 愛欲悔責」との対応
関係に言及している。しかも『首楞厳経』においては「おもしろいところもあるが此邊を考へると何だか手づまの使ひ損じを見るやう」という感懐を抱い 露伴にとって、摩登伽女の呪力で魔道に堕する阿難を釈迦の神力で救済される とを示す『首楞厳経』としては意外な脈絡であったのだろう。むしろ主題と「愛欲悔責」との対応関係としては『摩登伽経』の方に親しみを感 たのかも知れな 。確かに「般若心経第二義注」において、阿難と摩登伽女と 譬喩を通し余市時代で 塵労を源 苦難からの脱却を経典から求めた露伴にとっては、当然の感懐であったと言えよ 。





しいといふ謬見を帝勝伽が粉碎折伏して終つて、吾子獅子耳のためにプラクリチを得ると ふに終つて、そして其時の摩登伽王帝勝伽は我であり、蓮華實は舎利弗であり、獅子耳は阿難であり、其時のプラクリチは今のプラクリチである、彼等二人は生れかはり生れかはり五百世夫婦となつてゐたので、餘氣今に於て現はれて一場の葛藤を展開したが、旣に解脱の法門に入つた、 （中略）脱法 終りになつたのである。して見れば阿難プラクリチは五百世の間破壊を續け 最後に破壊すべき何物も無い眞空に到達したのであつて、誠にしやれた有難いことになつたものである。
阿難とプラクリチは釈迦の救済を以て遂に「破壊すべき何物も無い眞空に到達」 、脈々と続く縁起の理がここに顕示されている。また末尾において露伴は「先づこれで異種異階級間の戀愛騒ぎの阿難プラクリチ一件は解決した」と述べつつ、それ以降の話として波斯匿王と末利夫人との間に出来た瑠璃太子が釈迦一族殲滅 いう惨禍をもたらしたことを言及し擱筆している。阿難から瑠璃太子へと続く因縁すなわち縁起の理が示されており、 「五百世の間」 「破壊」が通底しているのである。
｢ プラクリチ」本文を考察してきたが、露伴の内奥は明治二十三年当時の「般若心









｢ 風流魔」は遡ること「艶魔伝」 （明治二十四年二月二十五日『しがらみ草紙』 ）の
初案として構想され、職人安藤平七とお浜の悲恋を主眼としており、色道の手練手管を伝授する「艶魔伝」とは内容が大きく異なる作品であった。
その後、丹波太郎右衛門が蘆野華子に色道の手練手管を伝授する「艶魔伝」が発
表されたものの、初案「風流魔」 「帳中書」 （明治三十一年八月五日、十月五日、十一月五日、十二月五日『新小説』 ）や「名古屋だより」 （ 『長語』収載、明治三十四年十一月
 春陽堂）といった形で度重なる題名の変更を経て発表されている。 「艶魔伝」
の構想が立てら 明治二十三 から約八年の歳月を経て「帳中書」が発表されており、実に長い年 を経ての発表であった。それから三年後に「名古屋だより」 、 らには昭和二 に「風流魔」といった形で題名を変更し発表しているが、 内容自体は「帳中書」 発表時のものである。いずれにせよ初案 「風流魔」 から 「帳中書
｢ 名古屋だより」
「風流魔」 といった題名の変遷には、 この作品に対する露伴の意識の高さが窺える。 「プラクリチ」との直接的関係はともかく 初案 付けられた「風流魔」という題名は昭和二年に至ってようやく世 表されたのであった。
ちなみに「風流魔」は、 発表の予告として既に「安藤信俊」 （明治二十三年十二月『日

















点は「風流仏」や「艶魔伝 発表時点では見出されていない。周辺人物と 関わりを通し、 平七とお浜の運命が左右されていく視点はむしろ「風流微塵蔵」 （明治二十六年）の新三郎とお小夜を取り巻 周辺人物に接続し、さ には「運命」 （大正八年）へと集約されていく。
いずれにせよ「運命の守」や「人生の勢利」に藤屋や素朗などの周辺人物が深く関






ながら叙述する露伴にとって「プラクリチ」の発表は、作中にある釈迦の救済を以て「破壊すべき何物も無い眞空に到達」したかのような境地であったと言える。露伴の視点は「風流魔」に示されたように、登場人物が「運命の守」や「人生の勢利」に動かされていく部分に向けられている。後の「幻談」で描かれる世界 、こうした「眞空」の境地の延長線上 成立していることも十分想定される である。註
（（）没後発表、昭和三十三年四月『露伴全集』第四十巻
 岩波書店
（（）拙稿「露伴の北海道時代」 （平成十八年三月『国文学試論』 ） 、 「幸田露伴研究――再考・北海道時代――」 （平成二十年三月『国文学踏査』 ）参照。（（）註
（（）に同じ。
（（）別名『摩登女経』ともいい、竺律炎、支謙の共訳、二巻から成る。内容は阿難尊者が乞食中に栴陀羅女に水を貰ったことを契機に懸想され、その女の母の呪術により引き寄せられるも釈迦の力によ て逃れ、女は釈迦に教化され出家し不退転の位に住することになったという（ 『大蔵経全解説大事典』 、 以下、 註
（（）～
（（）も同） 。
（（）別名『舎頭諫太子二十八宿経』 、 『舎頭諫経』 、 『太子二 宿経 ともいう。竺法護訳、一巻から成る。阿難が乞食の途上、波機提という女が水を与えたことを契機に、女の母の大神呪により阿難は誘引されるも釈迦の妙呪により救われるという内容。その後、女は比丘尼となったが、そのこと 反対する人々に対し釈迦が女と阿難との宿世の因縁を説いている。（（）別名『摩登女経』 、 『摩鄒女経』 、 阿難為蠱道女惑経』 、 『摩耶 経』ともいう。安世高訳、一巻から成る。栴陀羅の娘の摩鄧女が に対し愛執 念を抱き 呪を以て誘惑するも仏の教えによってそれを悔い 仏道に帰依すると う内容。（（）訳者未詳、一巻から成る。托鉢中 阿難から水を乞われ 摩登 がそれを縁に恋心を抱き、その母の呪術により阿難を捕らえ夫となるよう迫 神通により阿難は辛うじてその場を免れる 眼、鼻、口、耳、行歩の全てが しい
六
幸田露伴研究
と答える摩登女に対し、釈迦はいずれも悪露（不浄）のものであり愛するには値しないことを説く。それによって摩登女は思惟し正心となり阿羅漢道を得るという内容。（（）別名『鼻奈耶戒因縁経』 、 『鼻奈耶広律』 、 『鼻奈耶律』 、 『戒因縁経』 、 『戒因縁経』 、
 『戒





現住東開代」 と筆書されている。まさに露伴が余市に赴任 ている時期であった。（（）別名『無垢称経』 もいう。玄奘訳で六巻から成る。 「無垢称」とは在家の俗人でありながら空の理解に秀で、完全な智慧を備えた菩薩である。本経では主に無垢称と妙吉祥との問答という形式によって深遠な般若、空の教え 展開され 。
七
